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令和５年度 学校経営報告書 

学校番号 18 学 校 名 静岡県立沼津東高等学校 校 長 名 齊藤 篤 
 
本年度の取組（自己評価） 

 育成

する

力 

達成方法（取組手

段） 

成果目標 達成状況 評

価 

成果と課題 担当 

m

主
体
性
・
多
様
性
・
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性 

自己
肯定

力 

・人権教育 
・ホームルーム活動 
・教科の授業 
・自治会活動 

・部活動 

・学校行事 
・交通指導 
・校外活動への参加 
・揺籃、課題研究 

・朝読書 
・進路指導 

・自分自身にだいたい満足しており、物事を肯定的に考える
ことが多い生徒 60％以上◎ 

・楽しく充実した学校生活を送っている生徒 90％以上◇ 

58.3％◎ 

 

95.4％◇ 

Ｂ 〇学校生活などには大きな

問題はないが、自分の課題

解決のためにカウンセリン

グを希望する生徒が、から

希望する生徒が増加。 

〇ハイレベル模試やチーム

メディカル等に積極的に申

し込む生徒が多く、学習に

対する前向きであった。 

●もう少し余裕のある学校

生活になると良い。 

生徒 
保健環境 
相談室 

部活動 
教務 

図書研修 

進路 
学年 
理数 

利

他・ 
共生
力 

・所属する集団や社会に貢献できるよう意識して行動してい
る生徒 80％以上◎ 

・いじめ件数・問題行動・交通事故・違反指導数の前年比減● 

75.9％◎ 

いじめと認定した件数 

R4「1」→R5「1」件  

問題行動件数 

R4「5」→R5「2」件 ２減 

交通事故件数 

R4「15」→R5「12」件 ３減 

Ｂ 〇行事や部活動に熱中でき

る生徒が多く、活気を感じ

た。 

〇科学部化学班は地域のコ

ミュニティーと連携し、実

験教室を開催した結果、沼

津ライオンズクラブの千本

賞を受賞した。 

●生活指導についても初
期指導が必要 

関
心・ 
知的

好奇
心 

・学校の授業や日常生活の中で、興味・関心を抱いて情報を
集めたり、「これに取り組んでみたい」と思ったりすること
が多い生徒 60％以上◎ 

・生徒の年間貸出し数 2700 冊以上● 

 

75.9%◎ 

生徒貸出数 1月 31日現在で

2190冊● 

Ｂ ●昨年度の同時期 2079冊に

対して増加したが、目標冊

数には及ばなかった。 

〇図書室や自習室の利用は

増加し、総合的な学習にお

ける活動の場になってい

る。 

挑
戦・ 
行動

力 

・指示されたこと以外で、自分を高めるために、継続的に取
り組んでいることがある生徒 70％以上◎ 

・難関国公立大・医学科志望者数 120 人以上● 

・地区大会を突破した部活動 10 以上● 

71.3%◎ 

９月時点の３年難関国公立

大・医学科志望者数 137人● 

地区大会のある部活動に限る

と 13部が東部大会を突破し県

大会に出場 

県大会から出場の部活動を含

めると 18部が上位大会に出場 

Ｂ 〇３年次生は、入学当初は

非常に厳しい結果のスター

トであったが、３年次 2 学

期後半や共通テスト本番で

は、実力を伸ばし、全体的

に、第一志望を貫くといっ

た姿勢の生徒が多かった。

〇東大・京大・医学科等の

最難関の志望者が多かっ

た。 

 

協
働・ 

巻き
込む
力 

・協働場面では、積極的に発言・活動して集団をまとめ、参加
者全員を巻き込むよう工夫している生徒 60％以上◎ 

50.1%◎ Ｂ 〇理数探究時の活動では、

ほぼ全員がグループの雰囲

気を大切にしながら積極的

に活動できた。 

 

 

 

・香陵祭、スタディツアー、高原教室の満足度 80％以上◇ 

・友人と協働して目的を達成することができた生徒 80％以上◇ 
・英会話、校外の学び、ボランティア活動に参加した生徒 100 人以上● 

香陵祭アンケート（生徒） 

満足している 約 95％ 

スタディツアー、大変満足、

満足合わせて 99％ 

高原教室の満足度 87.8％ 

ボランティア参加者 15名 

読書感想文コンクールにおい

て優良作品に 1名入賞 

校外の学び(英会話・ボランティ

ア含む)265人● 

地域防災訓練参加者 151名 

Ａ ●研修を振り返る時間を確

保し、沼東ゼミに繋げた

い。 

●山登りは悪くはないが、

他校の修学旅行と比べると

自分たちの行動の選択肢が

非常に少なくて残念だった

という意見もあった。 

〇英会話教室や英検に多くの

生徒が参加・受検をした。 

〇地域での繋がりと防災意

識を高めることができた。 

知識・技能 

・教科の授業 
・揺籃、課題研究 

・一人一台端末活用 
・学びの基礎診断 

・授業の内容が分かる生徒 80％以上◇ 
・一人一台端末を活用している生徒１・２年次生 90％以上◇ 

・共通テスト５教科７科目受験率 90％以上● 

・難関国公立大・医学科合格者 50 人以上● 

88.0％◇ 

83.2%◇ 

共通テスト５教科７科目受験

率は 92.3%● 

難関国公立大・医学科合格者 

48人 

Ａ 〇授業で周囲を巻き込み、

積極的に発言することがで

きている生徒は力が付いて

いる。 

〇１ 年では基礎力の定着、

２年では抽象的な思考力を

養成、３年では記述力の育

成を目標とした。 

教科 

情報処理 
進路 
学年 

思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等 

目標

設定
力 

・教科の授業 

・揺籃、課題研究 

・進路指導 

職業を知るセミナー 

大学出張講義 

・課題解決や大きな目標達成のために、高すぎず低すぎな
い適切な小・中目標を設定することができる生徒 60％以
上◎ 

64.7%◎ Ａ 〇大学出張講義で目の色を

変えて講師の方々の話を聞

いている生徒が多くいて、

進路に対してとてもよい刺

激になった。 

教科 

理数 

教務 

生徒 

進路 



様式第３号 

課題

発
見・ 

分析
力 

志望校設定等 

・部活動 

・学校行事 

・校外活動への参加 

・物事を多面的に観察し、その良さと課題の両方を見いだ
すことができる生徒 70％以上◎ 

75.2%◎ Ａ 〇理数探究中間発表会で

は、ほとんどの生徒が価値

や課題を見いだすことがで

きた。 

学年 

図書研修 

部活動 

思考

力 

・意見を求められたとき、自分の意見を適切な根拠を示し
ながら、順序だてて説明することができる生徒 
70％以上◎ 

66.2%◎ Ｂ 〇新傾向に向け、思考力や

判断力を養う問題演習を数

多く行うことで、概ね目的

を果たした。 

表

現・ 
発信
力 

・説明するときは、聞き手を意識して話し方を工夫したり、
適切な機器を用いたりして、分かりやすく説明することが
できる生徒 70％以上◎ 

67.3%◎ Ａ 〇理数探究中間発表会で

は、多くの生徒が聴衆に対

してわかりやすく説明する

ことができた。 

創造

力 

・授業や学校生活の中で、自分の世界や発想の幅が広がっ
ている生徒 80％以上◎ 

74.2%◎ Ｂ 〇職セミ、大学出張講義等

で新しい世界観や興味を持

つことができた。 

 

・第一志望校（３年次１学期）を受験した生徒 50％以上● 
・探究や授業成果の校内発表会実施、校外の発表会等への参加● 
・教科、科学、図書、関係部活、探究・課題研究等入賞● 

第 1希望を受験した生徒 

54%● 

理数探究中間発表会の満足度

は 94％● 

名大 MIRAI GSCにおいて選考

を勝ち抜いている。 

Ａ 〇最終の受験校決定まで、

志望を変えない生徒が多か

った。 

〇理数探究中間発表会で

は、発表会に対する生徒の

満足度は高く、意義のある

者であった。 

 

業務改善 
・ＤＸ、外部人材活

用 
・月別時間外労働時間の前年比減少 

月別時間外労働時間の前年比 

53.1h→56.2h 

職員健康診断受診率 100％ 

Ｂ 〇引き続き、健康診断の受診

を勧め、職員の疾病予防に努

める。（保健環境） 

全教

職員 

◎１学期末、学年末生徒アンケート ◇生徒対象学校生活アンケート  ●データ 


